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○

お
お
ず
の
女
性

〜
輝
い
て
今
〜 

Vol.39

講
演
「
～
き
っ
と
毎
日
が
楽

し
く
な
る
～
　
心
地
い
い
家

族
の
カ
タ
チ
」（
要
旨
）

　
家
事
は
心
地
良
く
生
き
る

た
め
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

目
的
で
は
な
い
の
で
す
。
で

す
か
ら
肩
肘
を
張
ら
ず
「
楽

に
家
事
を
す
る
と
い
う
こ
と

が
大
事
で
、
し
ん
ど
い
時
は

休
め
ば
い
い
と
い
う
基
本
姿

勢
」
で
、
毎
日
１
分
で
で
き

る
家
事
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。

☆�

そ
の
１
　
食
べ
終
わ
っ
た

食
器
は
水
に
つ
け
る
。

☆�

そ
の
２
　
脱
衣
の
心
掛
け

（
片
方
が
表
、
片
方
が
裏
と

い
う
の
で
は
な
く
て
両
方

を
表
か
裏
に
し
て
脱
ぐ
。）

☆�

そ
の
３
　
お
風
呂
の
後
は

シ
ャ
ワ
ー
を
か
け
て
、
飛ひ

沫ま

つ

し
た
泡
を
洗
い
流
す
。

　
食
べ
終
わ
っ
た
食
器
を
水

に
つ
け
る
だ
け
で
洗
う
手
間

は
随
分
省
け
ま
す
し
、
脱
い

だ
洋
服
も
干
す
時
に
干
し
や

す
く
、
ま
た
泡
を
洗
い
流
す

と
お
風
呂
場
に
発
生
す
る
カ

ビ
の
繁
殖
を
随
分
防
げ
ま
す
。

生
活
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し
た

心
掛
け
で
、
後
で
か
か
る
手

間
や
時
間
は
随
分
と
省
け
ま

す
。
家
事
に
時
間
を
か
け
な

い
こ
と
で
、
気
持
ち
や
時
間

の
余
裕
が
出
来
て
家
族
だ
ん

ら
ん
の
時
間
が
増
え
る
機
会

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と

い
え
ば
難
し
く
考
え
が
ち
で

す
が
、
日
常
生
活
の
中
で
お

互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち
や

ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
か
ら

一
歩
が
始
ま
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
役
所
企
画
調
整
課
男
女
共

同
参
画
係

☎
㉔
２
１
１
１

（
内
線
５
２
２
・
５
２
４
）

～
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
～

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
が
、
１
月
27
日（
日
）、

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

明
治
鍼
灸
大
学
非
常
勤
講
師
の
山
田
亮
先
生
の
講
演
（
＝
写
真
）

が
あ
り
ま
し
た
。

　
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、
笑
い
の
絶
え
な
い
楽
し
い
講
演
会

と
な
り
ま
し
た
。

第７回

版画絵はがきコンテスト
審査結果発表

～肱川風の博物館・歌麿館～

　
２
月
８
日
、
第
７
回
「
版
画

絵
は
が
き
コ
ン
テ
ス
ト
」
審
査

会
が
風
の
博
物
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
昨
年

11
月
か
ら
１
月
末
日
ま
で
作
品

募
集
を
行
っ
て
い
た
も
の
で
、
今

回
も
大
洲
市
内
は
も
と
よ
り
全

国
各
地
か
ら
、
木
版
画
や
シ
ル
ク

ス
ク
リ
ー
ン
、
ゴ
ム
版
画
な
ど

の
技
法
を
用
い
た
作
品
６
０
７

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
も
優
れ
た
作
品
が
多
く
、

審
査
も
数
多
く
の
意
見
が
飛
び

交
い
、
白
熱
し
た
審
査
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
審
査
結
果
に
よ
る
各
賞
の
受

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

作
品
展

　
３
月
20
日（
木
）

　�

～
６
月
30
日（
月
）

【
一
般
の
部
】

大
　
賞

 
　
吉よ

し

村む
ら

　
寛か

ん

治じ

（
広
島
県
）

優
秀
賞

 

　
服は

っ

部と
り

　
智と

も

一か
ず

（
静
岡
県
）

 

谷た
に

口ぐ
ち

　
哲て

つ

朗お

（
京
都
府
）

大
洲
市
長
賞

 

大お
お

澤さ
わ

　
八は

ち

郎ろ
う

（
大
洲
市
）

大
洲
市
教
育
長
賞

 

重し
げ

田た

　
ま
き
（
山
口
県
）

肱
川
郵
便
局
長
賞

 

山や
ま

岡お
か

　
道み

ち

人ひ
と

（
内
子
町
）

予
子
林
郵
便
局
長
賞

 

松ま
つ

井い

　
　
洌

き
よ
し

（
栃
木
県
）

竹
中
木
版
竹
笹
賞

 

宮み
や

武た
け

　
舒の

ぶ

彦ひ
こ

（
香
川
県
）

山
田
き
よ
賞

 

進し
ん

士じ

　
　
遥

は
る
か

（
千
葉
県
）

入
　
選

 

丸ま
る

山や
ま

　
健け

ん

二じ

（
東
京
都
）

 

細ほ
そ

川か
わ

　
純

じ
ゅ
ん

一い
ち

（
兵
庫
県
）

 

大お
お

坪つ
ぼ

　
　
燈

と
お
る

（
宮
城
県
）

 

竹た
け

本も
と

　
麻ま

紀き

（
広
島
県
）

 

近こ
ん

藤ど
う

　
路る

音ね

（
石
川
県
）

【
中
学
生
以
下
の
部
】

大
　
賞

 

楠く
す

本も
と

　
雅も

と

貴き

（
奈
良
県
）

優
秀
賞

 

中な
か

川が
わ

　
　
蛍

ほ
た
る

（
大
洲
市
）

 

上か
み

野の

　
莉ま

り

子こ

（
大
洲
市
）

大
洲
市
長
賞

 

安や
す

川か
わ

　
美み

緒お

（
大
洲
市
）

大
洲
市
教
育
長
賞

 

藤ふ
じ

原わ
ら

　
愛あ

い

理り

（
大
洲
市
）

肱
川
郵
便
局
長
賞

 

大お
お

石い
し

ひ
か
り
（
静
岡
県
）

予
子
林
郵
便
局
長
賞

 
堀ほ

り

　
　
　
愛

め
ぐ
み

（
大
洲
市
）

竹
中
木
版
竹
笹
賞

 

石い
し

塚つ
か

　
智さ

と

美み

（
茨
城
県
）

山
田
き
よ
賞

 

井い
の

上う
え

　
侑ゆ

香か

（
大
洲
市
）

入
　
選

 

　
稲い

な

田だ

　
菜な

つ

摘み

（
大
洲
市
）

 

久く

保ぼ

田た

　
渚

な
ぎ
さ

（
大
洲
市
）

 

西に
し

岡お
か

か
り
ん
（
奈
良
県
）

 

桑く
わ

本も
と

　
風ふ

う

香か

（
奈
良
県
）

 

服は
っ

部と
り

　
瑞み

ず

穂ほ

（
奈
良
県
）

大洲市長賞【一般の部】大澤　八郎

大洲市教育長賞【中学生以下の部】
藤原　愛理（正山小６年）

版画絵はがきコンテスト
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○

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

シリー
ズ

〜
75
歳
以
上
の
方
な
ど
へ
〜

　
　

４
月
か
ら

 

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
こ
の
た
び
尾
山
勲
さ
ん
（
五

郎
）
が
、
地
元
の
宇
都
宮
神
社

の
文
化
財
標
柱
（
石
柱
）
１
基

を
寄
贈
さ
れ
、
２
月
５
日（
火
）、

叶
本
教
育
長
よ
り
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
標
柱
は
、
市
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
宇
都
宮

神
社
本
殿
一
棟
附
棟
札
一
面
」

を
表
示
し
て
い
る
も
の
で
、
以

前
は
木
製
で
老
朽
化
が
著
し
く

修
繕
の
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
寄
贈
に
よ
り
半
永
久
的

に
表
示
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
尾
山
さ
ん
は
、「
地
域
へ
の
恩

返
し
の
気
持
ち
を
こ
め
、
後
世

に
残
る
も
の
を
と
考
え
た
。
役

立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

▲文化財標柱を寄贈された尾山勲さん

文
化
財
標
柱
を
寄
贈

土
砂
災
害
防
止
に

関
す
る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
　

〜
国
交
省
河
川
局
砂
防
部
長
賞
に 

井
上
侑
香
さ
ん
〜

　
平
成
19
年
度
土
砂
災
害
防
止

月
間
に
お
け
る
絵
画
・
ポ
ス
タ

ー
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
大

洲
市
立
喜
多
小
学
校
（
受
賞
時

５
年
）
井
上
侑
香
さ
ん
が
、
絵

画
の
部
で
佳
作
に
あ
た
る
国
土

交
通
省
河
川
局
砂
防
部
長
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
土

交
通
省
が
、
毎
年
６
月
を
「
土

砂
災
害
防
止
月
間
」
と
定
め
、

土
砂
災
害
お
よ
び
そ
の
防
止
に

つ
い
て
、
明
日
を
担
う
小
・
中

学
生
に
理
解
と
関
心
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。
全
国
で
の
応
募
総
数

は
各
部
門
合
わ
せ
て
５
４
８
５

点
、
愛
媛
県
内
か
ら
は
１
１
１

点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
今
回
、
井
上
さ
ん
が
受
賞
し

た
も
の
で
す
。

▲国交省砂防部長賞に輝いた井上侑香さん

№10

　
４
月
１
日
か
ら
、
75
歳
以

上
の
人
な
ど
を
対
象
と
し
て
、

新
た
に
独
立
し
た
医
療
保
険

制
度
と
な
る
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

１
　
対
象
者

①
75
歳
以
上
の
人

② 

65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一

定
の
障
害
が
あ
る
人

※ 

65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一

定
の
障
害
が
あ
る
人
で
、

現
在
の
老
人
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
て
い
る
人
は
、

申
し
出
に
よ
り
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

と
な
ら
な
い
こ
と
が
で
き

ま
す
。

２
　
保
険
料

　
新
し
い
制
度
で
は
、
高
齢

者
の
方
々
に
も
公
平
に
保
険

料
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
被
保
険
者
一
人

ひ
と
り
に
対
し
て
、
そ
の
人

の
所
得
に
応
じ
て
負
担
い
た
だ

く
部
分
（
所
得
割
額
）
と
被
保

険
者
の
皆
さ
ん
に
等
し
く
ご
負

担
い
た
だ
く
部
分
（
均
等
割
額
）

と
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。
低

所
得
者
世
帯
に
属
す
る
人
に
つ

い
て
は
、
所
得
に
応
じ
て
均
等

割
額
が
軽
減
（
７
割
・
５
割
・

２
割
）
さ
れ
ま
す
。
な
お
保
険

料
は
年
額
50
万
円
が
上
限
と
な

り
ま
す
。

　
年
間
18
万
円
以
上
の
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
は
、
年
金
か

ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま

す
。（
特
別
徴
収
）

　
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満

の
人
は
、
市
に
納
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
普
通
徴
収
）

　
ま
た
、
保
険
料
と
介
護
保
険

料
の
合
算
額
が
、
年
金
受
給
額

の
２
分
の
１
を
超
え
る
人
は
、

市
が
普
通
徴
収
を
行
い
ま
す
。

３
　
医
療
費
の
自
己
負
担

　
窓
口
で
の
自
己
負
担
は
現
在

の
老
人
医
療
制
度
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。

　
●
一
般
の
人
…
１
割
負
担

　
● 

現
役
並
み
所
得
の
あ
る

人
…
３
割
負
担

４
　
保
険
証

　
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療

の
保
険
証(

カ
ー
ド
サ
イ
ズ)

が

一
人
に
一
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。

病
院
で
受
診
す
る
際
、
今
ま

で
は
老
人
医
療
受
給
者
証
と

保
険
証
が
必
要
で
し
た
。
４

月
か
ら
は
原
則
新
し
い
保
険

証
一
枚
の
み
で
受
診
で
き
ま

す
。
病
院
で
受
診
す
る
と
き

は
必
ず
ご
自
分
の
保
険
証
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

保
険
証
は
３
月
中
に
郵
便
で

お
送
り
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合

松
山
市
北
条
辻
６
番
地
（
松

山
市
役
所
北
条
支
所
２
階
）

☎
０
８
９
（
９
１
１
）
７
７
３
３

Fax
０
８
９
（
９
１
１
）
７
７
３
５

E
-m
ail info@

ehim
e-kouiki.jp

http://w
w
w
.ehim

e-kouiki.jp/

○
市
役
所
保
険
環
境
課
老
人

保
険
係

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

シリーズ後期高齢者医療制度
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○

さくらまつり

第60回　観光

さくらまつり

第60回　観光さくらまつり行事
○３月28日㈮～４月25日㈮
　ソメイヨシノ：城山公園（200本）・冨士山公園（3,000本）、八重桜：祇園公園（700本） 
○主催：大洲市観光協会　　○共催：大洲商工会議所・大洲商店会連合会・八多喜商工会・大洲市

月　日 ３月28日㈮ ３月30日㈰ ４月６日㈰

行　事
開　幕　式
神　　事
花見の宴

春神楽
（立川神楽）

茶　会
（淡交会大洲支部）

第50回記念愛媛県
下吟詠剣詩舞
大洲大会

（至善流大洲吟詠会）

剣道大会
（大洲市教育委員会）
（スポーツ少年団）

第52回県下春季
弓道大会

時　間 11：30～14：00 12：00～15：30  10：00～15：30  ８：30～17：00  ９：00～15：00 10：00～15：00

場　所 城山公園 八幡神社 肱南公民館
市民会館大ホール
他６会場

城山公園
※雨天時総合体育館

総合体育館弓道場

月　日
４月６日㈰

雨天時４月13日㈰
４月17日㈭

行　事
ソフトボール大会
（大洲市教育委員会）
（スポーツ少年団）

観桜会
（八多喜商工会）

時　間  ８：30～15：00 11：00～15：00

場　所 多目的グラウンド他 祇園公園山頂

　満開の桜と地元農産品とバザー、もちまきなどの

楽しい催しで皆さんをお待ちしています。

日　時　４月６日㈰　午前10時～午後３時
場　所　上須戒ふれあい広場（旧大洲少年自然の家）

主　催　上須戒地域振興協議会

問い合わせ先　ＪＡ上須戒支所　☎26－0021
　　　　　　　上須戒公民館　　☎26－0146
マイ箸

はし

・マイバックで、エコにご協力ください。

　大洲城周辺の城山公園、冨士山、八多喜祇園公園で

　さくらまつりが開催されます。

※ 城山公園・祇園公園は、出店（おでん・でんがく・
　うどんなど）があり、夜桜見物も楽しむことができます。

●応募資格：どなたでも参加できます。
●応募内容： 大洲市の城山公園、冨士山公園、八多

喜祇園公園の桜の風景写真
●撮影期間： ３月28日～４月30日の第60回観光さく

らまつり期間内
●応募方法： 写真の裏面に下記の事項をご記入の上、

郵送または持参してください。
　　　　　　○作品タイトル　○撮影場所
　　　　　　○氏名　○住所　○電話番号
　郵送での応募先
　　〒795－0012　大洲市大洲649番地１
　　 大洲市観光協会「観光さくらまつりフォトコン

テスト」係
　持参での提出先
　　 大洲まちの駅「あさもや」１階観光案内所
　　受付時間：午前10時～午後５時（無休）
　　（大洲市大洲649番地１　おはなはん通り横）
●締め切り ：４月30日㈬必着
●サ　イ　ズ ： カラープリント四つ切り相当サイズに

限ります。
●審　　査 ：主催者で行います。
●　　賞　　：大洲市観光協会長賞　　１点
　　　　　　優　秀　賞  ２点
　　　　　　入　選   10点
●発　　表 ： ６月中旬（予定）　本人に直接通知し

ます。
●問い合わせ先：大洲市観光協会　☎24－2664

第５回　上須戒さくらまつり

第60回観光さくらまつり記念事業

フォトコンテスト作品募集
募集期間：３月28日㈮～４月30日㈬
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鹿野川しゃくなげまつり

　４月17日㈭は、恒例の沖浦観音春季大祭です。
　当日は、観音法要、餅撒き、剣道大会、カラオケ

大会が行われる予定です。国指定重要文化財の十一

面観音立像と、桜の名所で知られる沖浦観音まつり

に、ご家族おそろいでお出かけください。

日　時　４月17日㈭　
場　所　長浜町沖浦（端龍寺）

問い合わせ先

長浜支所総務商工課　☎52－1111（内線17）

　地元農産品

や手打ちうど

ん、もちまき

などの楽しい

催しで皆さん

をお待ちして

います。

日　時　４月20日㈰　午前10時～午後２時
　　　　　　　　　　（もちまきは午後２時）

場　所　日浦つつじ公園　ＪＲ伊予平野駅から車で15分

～見ごろは、４月中旬から下旬～

　日浦つつじ公園（平野）では、

樹齢約250年の山つつじ約150本
が真っ赤に色づきます。

問い合わせ先

　平野公民館　☎24－2431
）　　　　( ）　　　　( 

運動公園 
大洲西トンネル 

Ｒ56

肱川橋 

Ｎ 

ＪＲ
伊予大洲駅

ＪＲ
伊予平野駅 市役所 

Ｒ197

八
幡
浜
市
へ 

日浦
つつじ公園

鹿野川しゃくなげまつり　３月30日㈰開幕

鹿野川しゃくなげまつり
フォトコンテスト作品募集

案内図

大洲市役所
肱川支所伊予大洲

卯之町

×

行　事　名 期　日 場所など

開 　 幕 　 式 ３月30日㈰ 鹿野川園地

第14回しゃくなげゲートボール大会 ４月15日㈫ 大駄場ふれあい広場

肱 川 町 俳 句 大 会 ４月20日㈰ 風の博物館

お 　 茶 　 会 ４月20日㈰ 風の博物館

え び ね 展 示 即 売 会
４月26日㈯
　　27日㈰

丸山公園
（しゃくなげ谷入口）

鹿野川しゃくなげまつり
フ ォ ト コ ン テ ス ト

３月30日㈰～
４月30日㈬　

まつり期間中の肱川
町内の風景、諸行事

沖浦観音春季大祭平　野　お茶堂つつじまつり

テ ー マ： 鹿野川しゃくなげまつり期間中の肱川町の
風景および諸行事

撮影期間：３月30日㈰～４月30日㈬
締め切り：５月15日㈭（当日消印有効）
応募・問い合わせ先：
　　　〒797－1592
　　　大洲市肱川町山鳥坂74番地
　　　鹿野川しゃくなげまつり実行委員会
　　　（大洲市役所肱川支所総務商工課内）
　　　☎34－2311
　　　または㈱ラボネットワーク取引の各写真店

鹿野川ダム堰堤は、工事のため
通行できません
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